
回
居
心
」

温
泉
と
温
泉
地
療
法

　
　
　
　
　
　
　
国
立
別
府
病
院

　
　
　
　
　
　
　
リ
ュ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
田
　
正
　
之

　
温
泉
に
つ
い
て
の
記
述
は
「
古
事
記
」
に
登
場
し
、
庶
民

の
湯
治
の
風
習
が
確
立
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
と
さ
れ
て
い

る
。
日
本
の
近
代
医
学
に
「
温
泉
」
を
導
入
し
た
の
は
、
一

八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
に
来
日
し
た
ド
イ
ツ
の
医
師
ベ
ル

ツ
博
士
で
あ
る
。

　
　
　
一
　
温
泉
と
は

　
　
　
巾
温
泉
と
「
療
養
泉
」

　
温
泉
法
に
基
づ
く
温
泉
と
は
、
「
地
下
か
ら
わ
き
出
す
水
、
水

蒸
気
、
ガ
ス
で
、
温
度
が
、
二
五
度
以
上
あ
る
も
の
」
。
ま
た
は
、

「
決
め
ら
れ
た
十
八
種
類
の
成
分
の
う
ち
一
種
類
以
上
を
基
準
以

上
含
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
総
量
が
基
準
以
上
あ
る
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
決
め
ら
れ
た
成
分
と
は
、
二
酸
化
炭
素
、
炭
酸
水
素
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
硫
黄
、
鉄
、
ラ
ド
ン
、
水
素
イ
オ
ン
、
ヨ
ウ
素
イ

オ
ン
な
ど
の
十
八
種
類
。
つ
ま
り
冷
た
く
て
も
、
含
ま
れ
て
い
る

成
分
が
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
温
泉
で
あ
り
、
水
蒸
気
や
ガ
ス

も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
温
泉
の
う
ち
、
温
度
、
含
有
成
分
の

質
、
量
な
ど
か
ら
、
「
医
療
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
」
を
療
養

泉
と
こ
ワ
っ
。

　
　
　
恋
温
泉
の
源

　
温
泉
の
熱
の
最
大
の
供
給
源
は
、
火
山
の
マ
グ
マ
で
あ
る
。
温

泉
は
、
地
中
に
浸
透
し
た
雨
水
な
ど
が
、
マ
グ
マ
の
熱
で
温
め
ら

れ
た
り
、
マ
グ
マ
に
含
ま
れ
て
い
る
水
蒸
気
が
湧
き
出
た
も
の
で

あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
熱
源
は
地
熱
で
あ
り
、
地
殻
変
動
な
ど
で

地
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
水
が
地
熱
に
よ
っ
て
温
ま
り
温
泉
に
な

る
。
日
本
で
は
前
者
が
大
半
を
占
め
る
。

　
　
　
即
温
泉
の
特
徴

　
マ
グ
マ
に
熱
せ
ら
れ
た
水
は
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
ガ
ス
や
硫
黄
、

強
い
酸
や
ア
ル
カ
リ
、
塩
分
を
含
ん
だ
温
泉
と
し
て
現
れ
る
。
小

規
模
な
温
泉
施
設
か
ら
な
り
、
頑
固
な
皮
膚
病
な
ど
に
効
く
温
泉

と
し
て
知
ら
れ
る
Ｊ
秘
湯
・
名
湯
〃
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
少
し
下
る
と
、
い
わ
ゆ
る
ぶ
回
流
場
温
泉
〃
と
な
る
。
小
中
規
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模
の
温
泉
で
、
硫
黄
の
湯
ノ
華
が
舞
い
、
ヌ
ル
ヌ
ル
し
た
り
、
ピ

リ
ッ
と
刺
激
が
あ
っ
た
り
、
炭
酸
で
体
中
の
毛
に
泡
が
つ
い
た
り
、

飲
泉
に
用
い
た
り
と
い
っ
た
「
治
療
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
温
泉

で
あ
る
。
ま
た
、
比
較
的
高
地
に
あ
る
た
め
、
森
林
浴
や
登
山
・

散
策
な
ど
が
可
能
で
あ
り
、
温
泉
保
養
地
で
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
下
っ
て
海
辺
に
近
く
な
る
と
、
ほ
の
か
な
硫
黄
の
香
り

と
真
水
の
よ
う
で
ほ
ん
の
り
と
塩
の
味
が
す
る
温
泉
と
な
り
、
い

わ
ゆ
る
大
規
模
な
歓
楽
街
を
有
す
る
温
泉
街
を
形
成
す
る
。
温
泉

地
療
法
は
も
と
よ
り
温
泉
療
法
の
雰
囲
気
は
薄
く
、
楽
し
む
温
泉
、

一
泊
帰
り
の
温
泉
で
あ
る
。

二
　
温
泉
の
効
能

　
　
Ｉ
　
人
　
　
浴

　
　
　
出
湯
あ
た
り

　
温
泉
浴
を
始
め
て
数
日
後
に
眠
気
、
け
ん
怠
感
、
頭
痛
、
動
悸
、

め
ま
い
、
発
熱
、
発
汗
、
食
欲
の
増
進
や
減
退
、
便
秘
や
下
痢
な

ど
、
「
湯
あ
た
り
」
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
温
泉
の
刺
激
に
順
応

し
て
い
く
過
程
で
の
一
種
の
失
調
症
状
と
さ
れ
る
。
入
浴
は
、
一

日
に
Ｉ
Ｉ
二
回
か
ら
始
め
、
だ
ん
だ
ん
回
数
を
増
や
し
、
せ
い
ぜ

X

，

一
日
に
四
回
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
。

(市報べっぷ　01.8月号)▲別府の宝「温泉に強くなろう」
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恋
ね
が
け
の
入
浴

　
湯
の
温
度
は
、
自
律
神
経
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
熱
い
湯

は
興
奮
系
の
交
感
神
経
の
活
動
を
高
め
、
ぬ
る
い
湯
は
抑
制
系
の

副
交
感
神
経
の
活
動
を
優
位
に
す
る
。
就
寝
前
は
、
ぬ
る
い
湯
に

ゆ
っ
く
り
入
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
の
が
い
い
。
熱
い
湯
は
、
入

睡
に
は
逆
効
果
と
な
る
。

　
　
　
咄
熱
い
湯
と
ぬ
る
い
湯

　
温
熱
は
、
体
を
温
め
て
血
液
の
循
環
を
促
進
し
、
組
織
へ
の
酸

素
や
栄
養
の
供
給
量
を
増
や
す
。
ま
た
、
筋
肉
や
関
節
の
こ
わ
ば

り
を
和
げ
、
病
み
を
鎮
め
る
働
き
も
あ
る
。

　
四
二
度
以
上
の
入
浴
を
高
温
浴
と
い
う
。
交
感
神
経
が
緊
張
し

て
末
梢
の
皮
膚
の
血
管
が
収
縮
す
る
た
め
、
高
温
浴
で
は
血
圧
が

入
浴
直
後
に
急
上
昇
し
、
心
臓
に
戻
っ
て
く
る
血
液
の
量
も
急
増

し
て
心
臓
に
負
担
が
か
か
る
。
や
が
て
、
体
が
温
ま
る
と
末
梢
血

管
が
拡
大
し
て
血
圧
は
低
下
す
る
。
温
度
が
低
す
ぎ
て
も
高
温
浴

同
様
に
ス
ト
レ
ス
が
強
く
な
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
は

増
加
す
る
。
冷
た
い
二
五
度
入
浴
で
は
「
四
二
度
」
と
ほ
ぼ
同
様

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
も
た
ら
す
。

　
　
　
㈲
高
血
　
圧

　
四
二
度
・
五
分
間
と
三
八
度
・
二
〇
分
間
と
を
比
べ
た
研
究
で

は
（
昭
和
三
十
一
犬
二
十
三
年
文
部
省
総
合
研
究
）
、
後
者
の
方

が
血
圧
降
下
作
用
が
強
く
、
硫
黄
泉
浴
や
炭
酸
泉
浴
の
効
果
が
高

い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
㈲
喘
　
息
（
ぜ
ん
そ
く
）

　
世
界
有
数
の
放
射
能
泉
と
し
て
有
名
な
鳥
取
県
の
三
朝
温
泉
に

は
岡
山
大
学
医
学
部
三
朝
分
院
が
あ
り
、
喘
息
を
中
心
と
し
た
呼

吸
器
疾
患
の
治
療
に
鉱
泥
湿
布
を
用
い
て
い
る
。
背
中
に
鉱
泥
を

包
ん
だ
湿
布
を
貼
る
と
、
熱
が
体
の
深
い
部
分
ま
で
浸
透
し
て
分

泌
物
の
粘
度
を
下
げ
、
痰
を
排
出
し
や
す
く
す
る
た
め
、
細
い
気

管
支
の
閉
塞
を
除
く
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
㈲
皮
膚
病

　
乾
癖
（
ひ
じ
・
頭
部
な
ど
に
発
生
す
る
慢
性
皮
膚
病
）
に
対
す

る
温
泉
療
法
は
皮
膚
疾
患
の
第
一
の
適
応
と
な
っ
て
お
り
、
極
め

て
効
果
的
と
さ
れ
て
い
る
。
硫
黄
泉
、
酸
性
泉
、
明
ば
ん
泉
、
緑

ば
ん
泉
が
そ
の
適
応
で
あ
る
。
慢
性
湿
疹
に
は
、
硫
黄
泉
が
最
も

多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
２
　
飲
　
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
●

　
　
日
本
で
は
入
浴
が
中
心
だ
が
、
欧
州
で
は
温
泉
療
法
の
主
流
は

　
●
　
●
　
●
　
●

飲
泉
療
法
で
あ
る
。
一
般
に
は
、
食
前
三
〇
分
か
ら
一
時
間
の
空
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腹
時
に
飲
む
。
一
回
の
量
は
、
一
〇
〇
－
ニ
○
○
�
で
、
三
〇
分

ぐ
ら
い
か
け
て
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
飲
む
。
一
日
に
三
回
、
総
量

で
六
〇
〇
－
一
〇
〇
〇
�
程
度
が
適
量
と
さ
れ
る
。
温
泉
の
中
に

は
塩
分
が
多
い
も
の
も
あ
り
、
大
量
に
飲
み
過
ぎ
る
と
心
臓
や
腎

臓
に
負
担
に
な
る
の
で
指
示
に
従
い
飲
む
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
巾
硫
黄
泉

　
血
管
を
拡
張
す
る
の
で
、
入
浴
で
は
高
血
圧
を
和
ら
げ
る
が
、

飲
泉
で
は
腸
管
運
動
を
高
め
る
た
め
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
泉
と
と
も

に
緩
下
剤
（
中
程
度
の
強
さ
の
下
剤
）
と
し
て
働
く
。

　
　
　
②
糖
尿
病

　
大
分
県
で
は
、
長
湯
温
泉
（
含
炭
散
士
類
泉
）
や
六
ケ
迫
鉱
泉

（
含
炭
酸
ほ
う
酸
重
曹
食
塩
泉
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
昭
和

三
十
七
年
よ
り
数
年
に
わ
た
り
、
両
温
泉
の
飲
泉
に
よ
る
糖
尿
病

治
療
が
温
泉
治
療
に
関
係
す
る
各
大
学
の
参
加
の
下
に
行
わ
れ
た
。

一
般
に
は
、
炭
酸
泉
、
土
類
泉
、
重
曹
泉
、
食
塩
泉
な
ど
が
有
効

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
混
合
泉
が
特
に
効
果
が
偏
い
と
さ
れ
る
。

　
　
　
即
胃
腸
病

　
炭
酸
泉
は
胃
液
分
泌
を
高
め
る
の
で
、
胃
腸
の
弱
い
人
に
有
効

で
あ
る
。
ま
た
、
胃
酸
が
少
な
い
人
に
は
冷
た
い
湯
が
刺
激
と
な
っ

て
良
く
、
逆
に
、
胃
酸
が
多
く
胸
焼
け
な
ど
が
あ
る
人
は
刺
激
の

少
な
い
温
か
い
温
泉
が
良
い
。
湯
平
温
泉
は
、
弱
食
塩
泉
で
飲
み

や
す
く
、
胃
腸
病
の
名
湯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
㈲
貧
　
血

　
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
あ
れ
ば
、
酸
性
緑
ば
ん
泉
が
良
い
と
さ
れ
る

が
、
銅
が
多
い
と
悪
心
を
来
た
す
。
治
療
薬
と
し
て
の
鉄
剤
は
極

め
て
安
全
な
薬
剤
で
あ
る
の
で
、
飲
泉
よ
り
病
院
で
医
師
の
観
察

下
に
鉄
剤
を
内
服
す
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。

　
　
３
　
外
科
的
温
泉
療
法

　
創
傷
治
癒
に
働
く
温
泉
の
研
究
は
多
く
埓
さ
れ
、
ま
た
、
古
来

よ
り
「
き
ず
の
湯
」
と
し
て
多
く
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
本
邦
四

〇
ケ
所
の
「
き
ず
の
湯
」
調
査
で
は
、
食
塩
泉
、
単
純
泉
、
重
曹

泉
、
硫
黄
泉
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
縫
合
創
に
対
す
る

効
果
は
、
九
大
温
研
（
九
州
大
学
生
体
防
御
医
学
研
究
所
附
属
病

院
）
の
外
科
で
手
術
例
三
〇
例
に
対
し
術
後
四
日
目
よ
り
単
純
泉

で
の
泉
浴
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
術
後
感
染
も
増
え
る
こ
と
な
く
、

術
後
経
過
に
も
優
れ
た
効
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
４
　
温
泉
療
法
と
温
泉
地
療
法

前
述
の
よ
う
に
、
温
泉
水
に
は
特
有
の
作
用
が
あ
る
こ
と
が
知
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ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
例
え
ば
糖
尿
病
に
有
効
な
温
泉
水
を
持
っ

て
か
え
っ
て
飲
ん
で
も
効
く
だ
ろ
う
か
？
恐
ら
く
大
し
て
効
か
な

い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
、
そ
の
温
泉
地
に
行
く
と
効
く
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
答
え
る
前
に
、
二
つ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
分
け
て
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
第
一
は
、
温
泉
水
そ
の
も
の
に
主
な
効
果
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
ど
こ
で
飲
ん
で
も
効
く
は
ず
だ
し
、
な
ぜ
効
く
か
、
何

か
（
ど
の
成
分
が
）
効
く
か
と
い
う
薬
と
し
て
の
研
究
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
九
大
温
研
を
始
め
と
す
る
日
本
の

大
学
で
、
五
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

特
別
な
成
分
や
特
別
な
温
泉
水
が
効
く
の
で
は
な
い
、
と
の
結
論

で
あ
っ
た
。

　
第
二
は
、
血
糖
値
が
下
が
り
、
体
重
が
減
り
、
体
調
が
良
く
な
っ

た
の
に
温
泉
治
療
は
無
意
味
な
の
か
？
　
つ
ま
り
、
こ
う
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
薬
と
し
て
効
い
た
の
で
は
な
く
、
温
泉
地
療
法

（
温
泉
治
療
法
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
）
が
効
く
の
で
あ
る
。
湯

治
場
に
行
く
の
だ
か
ら
、
山
の
奥
で
あ
る
。
歓
楽
街
は
な
い
。
朝

早
く
起
き
て
山
道
を
散
歩
し
、
温
泉
に
入
り
、
飲
泉
し
、
夜
は
早

く
床
に
就
く
。
さ
あ
、
治
療
に
行
こ
う
と
汽
車
（
自
動
車
）
に
乗

る
と
き
か
ら
温
泉
地
療
法
は
始
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
効
く
の
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で
あ
る
。

　
温
泉
地
療
法
に
は
、
気
候
と
く
に
高
原
性
気
候
が
有
効
で
あ
る
。

地
形
療
法
と
し
て
自
然
を
生
か
し
た
散
策
の
た
め
の
遊
歩
道
が
備

わ
っ
て
い
る
。
森
林
に
は
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
と
い
う
針
葉
樹
の
出

す
芳
香
や
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
多
く
、
こ
れ
ら
が
鎮
静
効
果
を
も

た
ら
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
が
温
泉
と
共
に
あ
っ
て
初
め
て
温
泉

地
療
法
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
５
　
楽
し
む
温
泉

　
　
　
巾
砂
　
湯

　
鹿
児
島
県
指
宿
市
の
摺
ケ
浜
の
天
然
の
砂
む
し
が
有
名
で
あ
る
。

別
府
湾
に
面
し
た
砂
浜
に
も
「
砂
湯
」
が
あ
る
。
砂
の
下
を
湯
が

流
れ
て
お
り
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
砂
で
体
を
覆
う
。
こ
の
重
力

と
温
熱
効
果
に
よ
っ
て
血
液
循
環
は
著
し
く
促
進
さ
れ
、
血
液
中

の
老
廃
物
や
痛
み
や
炎
症
を
引
き
起
こ
す
物
質
の
排
出
が
促
進
さ

れ
る
。
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
腰
痛
、
ひ
ざ
の
痛
み
、
神
経
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
の
痛
み
や
腫
れ
に
効
果
が
あ
る
。
一
方
、
心
臓
疾
患
、

高
血
圧
、
肺
疾
患
、
消
耗
性
疾
患
（
癌
な
ど
）
、
に
は
禁
忌
（
禁

物
）
で
あ
る
。

　
　
　
②
泥
湯

　
温
泉
泥
、
泥
炭
、
海
泥
な
ど
が
溶
け
た
湯
が
「
泥
湯
」
で
あ
る
。

日
本
で
は
温
泉
泥
が
主
流
で
あ
る
。
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
い
泥

湯
は
、
明
器
温
泉
の
別
府
温
泉
保
養
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
池
の
よ
う

に
広
大
な
露
天
の
泥
湯
は
圧
巻
で
あ
る
。
阿
蘇
山
麓
に
あ
る
地
獄

温
泉
「
す
ず
め
の
湯
」
は
、
野
趣
味
あ
ふ
れ
る
露
天
泥
湯
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
即
冷
　
泉

　
久
重
高
原
の
「
寒
の
地
獄
」
は
十
三
度
の
透
明
の
泉
水
で
あ
る
。

別
府
－
湯
布
院
－
寒
の
地
獄
－
筋
湯
Ｉ
久
住
・
阿
蘇
登
山
の
一
環

と
し
て
楽
し
む
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
我
慢
し
て
入
る
と
、

出
た
あ
と
で
体
中
が
ぽ
か
ぽ
か
火
照
っ
て
爽
快
で
あ
る
。

６
　
入
浴
に
伴
う
事
故
Ｉ
リ
ス
ク
伴
う
熱
い
湯

　
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
Ｔ
几
九
九
年
の

「
浴
槽
内
で
の
水
死
」
は
三
四
三
四
人
で
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
が
八
二
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
る
。
ま
た
、
人
浴
後
に
死
亡

し
た
ケ
ー
ス
も
含
め
る
と
、
入
浴
に
伴
う
死
者
は
Ｉ
〇
、
〇
〇
〇

人
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
る
。
十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
寒

い
季
節
に
多
い
の
が
特
徴
で
、
主
な
死
因
は
心
筋
梗
塞
と
脳
卒
中

（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
）
、
意
識
喪
失
に
よ
る
溺
死
で
あ
る
。
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四
二
度
以
上
の
高
温
浴
は
、
体
へ
の
影
響
が
強
く
、
事
故
の
危

険
性
も
高
ま
る
。
ま
た
、
汗
を
か
く
た
め
血
液
の
粘
性
が
高
ま
る
。

さ
ら
に
、
血
液
が
固
ま
り
や
す
く
な
る
上
に
、
で
き
た
血
栓
を
溶

解
す
る
作
用
も
低
下
す
る
た
め
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
招
く
恐

れ
が
あ
る
。
ま
た
、
「
入
浴
後
三
－
四
時
間
後
の
発
症
例
」
で
は
、

夕
方
か
ら
夜
間
に
入
浴
し
て
翌
朝
発
症
し
た
人
の
比
率
が
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

高
齢
者
や
体
力
の
弱
っ
て
い
る
人
の
朝
風
呂
は
好
ま
し
く
な
い
と

さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
。
ま
た
、
発
汗
に
伴
う
水
分

の
喪
失
も
脳
血
管
障
害
の
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
水
分
の
補
給

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ぬ
る
い
風
呂
に
ゆ
っ
た
り
と
入
り
、
体
の
芯
ま
で
温
ま
り
、
副

交
感
神
経
の
働
き
を
優
位
に
し
て
リ
ラ
。
ク
ス
さ
せ
、
一
杯
の
水

を
飲
ん
で
床
に
つ
く
こ
と
を
勧
め
た
い
。
酒
を
飲
ん
で
熱
い
温
泉

に
入
り
、
部
屋
に
帰
る
な
り
寝
て
し
ま
う
の
は
そ
の
反
対
で
あ
り
、

自
殺
行
為
に
等
し
い
。

三
こ
れ
か
ら
の
温
泉
の
医
学
的
利
用

１
温
泉
を
治
療
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と

泉質からみた温泉の適応症▼

①
高

血

圧

症

動

脈
硬

化

症

糖

尿

病

痛

風

肥

満

症

胆

石

症

慢

性

胆
の

う

炎

肝

臓

病

慢
性
消
化
器
病

慢

性

便

秘

琵

la

姦

慢

性

婦
人

病

月

経

障

害

虚

弱

児

童

慢

性

皮

膚

病

切

り

傷

や

け

ど

単　純　温　泉 一般的適応症に準ずる

塩　ｨﾋ　物　泉 Ｄ Ｄ 越 昌 昌 昌 昌

炭酸水素塩泉 Ｄ Ｄ ＯＤ 昌 昌 昌

硫　酸　塩　泉 昌Ｄ Ｄ ＤＤ Ｄ Ｄ 昌 昌 昌

二酸化炭素泉 昌 昌 Ｄ Ｄ 昌 昌

含　　鉄　　泉 Ｄ 昌

含銅・鉄泉 Ｄ 昌

肪泉･含ｱﾙﾐﾆｳﾑ泉 Ｄ 昌

硫　　黄　　泉馳 夥l
ゐ

）
西
Ｄ Ｄ 昌 昌 昌

放　射　能　泉 昌
111

ふ

に
占

ド
占

Ｄ 昌 昌

〔温泉の一般的な適応症〕神経痛・筋肉痛・関節痛・五十肩・運動麻庫・

関節のこわばり・うちみ・くじき・慢性消化器病・痔疾・冷え症・病後

回復・疲労回復・健康増進かあげられています。（市報別府01.8月号）

　　　　　　　　　－22－

　
九
大
温
研
に
よ
る
温
泉
治
療
学
の
歴
史
は
、
温
泉
の
効
果
が
非

特
異
的
刺
激
作
用
に
基
づ
い
て
お
り
、
特
定
の
湯
や
成
分
が
特
定

の
疾
患
や
病
態
に
効
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大

分
県
立
図
書
館
主
催
の
一
九
九
六
年
温
泉
探
訪
講
座
に
お
い
て
、

辻
秀
夫
九
州
大
学
名
誉
教
授
は
、
「
温
泉
は
、
病
気
を
ア
タ
ッ
ク



▲温泉施設にある温泉分析書の一例

　　　　　　　(中央町・別府不老泉)

し
よ
う
と
す
る
治
療
で
は
な

い
。
温
泉
は
特
異
的
な
形
で

効
く
の
で
は
な
く
、
非
特
異

的
に
体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
治
療
や
健

康
増
進
に
役
立
つ
。
温
泉
地

●
　
●
　
・
　
●
　
●
　
●
　
一
　
●
　
●
　
●
　
●

は
温
泉
地
療
法
に
向
け
て
整

備
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

述
べ
て
い
る
。

　
医
療
に
お
け
る
温
泉
治
療
の
位
置
づ
け
に
関
し
、
「
医
者
に
か

か
る
よ
り
も
保
養
温
泉
に
行
こ
う
か
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
し
て
作
る
か
」
と
の
中
谷
健
太
郎
亀
の
井

別
荘
代
表
取
締
役
社
長
の
質
問
に
対
し
、
首
藤
勝
次
直
人
町
役
場

経
済
課
商
工
観
光
係
長
は
、
「
保
養
温
泉
、
温
泉
治
療
と
い
う
観

点
で
の
温
泉
の
活
用
は
、
随
分
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
採
算
も

と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
る
。
む
し
ろ
長
湯

が
持
っ
て
い
る
静
か
な
環
境
や
、
新
鮮
な
食
べ
物
を
生
か
し
て
、

心
身
の
癒
し
の
場
と
し
て
温
泉
地
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と
述

べ
て
い
る
（
『
温
泉
探
訪
講
座
』
　
一
九
九
六
）
。

　
す
な
わ
ち
、
温
泉
地
療
法
と
は
、
病
を
治
す
た
め
の
手
段
と
す

る
よ
り
は
疾
病
予
防
、
健
康
増
進
、
気
分
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
観
点
か
ら
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

２
温
泉
の
効
果
を
科
学
的
に
示
す
こ
と

　
近
年
大
き
く
発
展
し
た
医
学
的
課
題
は
、
免
疫
学
と
遺
伝
学
で

あ
る
。
温
泉
治
療
学
に
も
こ
れ
ら
を
採
り
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
図
２
は
、
日
本
医
科
大
学
吉
野
教
授
に
よ
る
慢
性
関
節

リ
ウ
マ
チ
患
者
に
対
す
る
林
家
木
久
蔵
師
匠
の
落
語
を
開
い
た
前

後
の
血
中
Ｉ
Ｌ
－
六
濃
度
の
変
化
で
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｉ
六
は
、
痛
み

や
腫
れ
、
体
の
強
張
り
を
も
た
ら
す
物
で
あ
る
。
一
時
間
の
高
座

で
そ
れ
が
見
事
に
下
が
っ
て
い
る
同
じ
現
象
は
、
一
時
間
に
わ
た

る
国
立
別
府
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
の
運
動
訓
練

と
温
泉
浴
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
運
動
し
て
温
泉
に
入
れ
ば
体
も

心
も
軽
や
か
に
な
る
こ
と
の
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。
温
泉
の
効
果

を
述
べ
る
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

四
　
ま
と
め

参

　
最
後
に
、
昭
和
七
年
三
月
の
松
尾
武
幸
教
授
の
言
葉
を
引
用
し

た
い
。
医
科
学
と
し
て
温
泉
治
療
学
を
目
指
し
た
故
人
が
九
大
温
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研
創
立
半
年
後
に
す
で
に
今
日
を
見
通
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　
「
温
泉
の
使
命
と
い
う
も
の
は
、
人
類
の
福
祉
増
進
を
最
も
大

切
と
み
て
い
る
者
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
温
泉
は
人
間
の
健
康
増

進
の
た
め
に
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
」

【
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▲別府海軍病院娯楽室（大分みらい信金創立80周年記念誌より転写）
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